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　史跡騨の整備は一朝一タというわけにはいきま廿ん。甲府城跡

も長い年月、県民や学識者の方々の考えや協力を得ながら、一歩

ずつ進んできました。

　特に。復元根拠となる発掘調査や絵図・古文書・古写真の基礎

的調査研究は最重要課題であり、この基礎的調査研究と学際的な

検討が復元整備事業の方向に大きく影響します。

　工事現場においても、行政機関・委員会の学識者・士木技術者

や職人が一体となり文化財に向き合う必要があります。ここでは、

平成２０年度より検討を重ね具体化した、鉄門の復元整備事業に

関するプロセスや考え方を解説します。
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工事は、

構面や、

発掘調査で検出された江戸時代の遺

礎石の保護から始まる。

左官工事の最終工程・上塗り。斑がないよ弓

素早く丁寧に仕上られる。
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　甲府城跡や鉄門をたくさん

の方々に知ってもらうため、

事業の中でさまざまな普及活

動に取り組みました。企画展

や県民の日の体験型イベント

など、子どもも大人も一緒に

なって楽しむ中で、甲府城跡

の歴史、ひいては郷土の歴史

や文化を学んでもらうねらい

があります。

委員会（専門部会）

歴史、考古、建造物、地盤工学、環境等

学際的な槽討と指導を饗け復iE根拠を整

え、整備を進める。
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柱を立てる際は、

　伝統工法での復元整備をおこなう鉄阿復元整備工事に

はヽ石工事一木工事｀左官工事・屋1りﾆ皐・瓦製作なμ

の工程があり､たくさんの職人が係っています。ここでは、

平成２２年から着工した工事の様子を解説します。

礎石が偏つかないよう慎重

に作業をおこなう。

屋根瓦の下地となる土居葺き。薄い杉板を竹

釘で均等に貼っていく。

ほら貝体験や泥めんこなどの江戸時代の遊び

体験は、子どもだけでなく大人も夢中になっ

て参加していました。

発掘調査

遺槙は、建物の存在を証明する、地面に

強る唯一の物証で、建物の規橘や槙遠の

大きな根拠となる。

軒裏のきれいな波線は、左官職人が手作業で

壁土をつけ形作る。

城内の出土品を参考に復元した鯉瓦を、

に大棟に載せる。

慎重

鼓門の竣工を記念して、はしご乗りなどをお

こないました。あまり観る機会のない郷土の

芸能に、参加者も興味深々！

学術・史料調査

絵図、古文書、古写真等は復元撞物の姿

かたちを解明する最重要情報。全国を額

査し、基礎碩突を機雷に宮脇する。
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1582年（天正10）

1590年（天正１８）

1591年

1593年

(天正１９)

(文禄2)

1600年（慶－5）

16C3年

16C7年

１６１６年

ｌａｓ３年

１６６１年

1664年

1673年

□04年

１７０９年

１７２４年

(慶長8)

(慶長１２)

(元和2)

(寛永１０)

(寛文元)

(寛文４)

(延宝元)

(宝永元)

(宝永６)

(享保9)

□27年（享保12）｜

1866年（慶応2）｜

1868年（慶応4）｜

1868年（明治元）

1873年（明治6）

1876年（明治9）

1903年（明治36）

1917年（大正6）

1926年（大正15）

1968年（昭和43）

1990年（平成2）｜

2004年（平成16）｜

2013年（平成25）｜

細田伍長らにより武田氏滅び、信長の支配となる

〔城代丿珂尻秀隆〕

本能寺の変の後、徳川家廉が甲斐を支配

（城代：平岩銅吉丿

豊臣秀吉、家屋が関東に穆封

秀宵、羽柴秀勝、加藤光泰を甲府城主とする

光泰、文楠の役に出陣し病没

浅野農政・幸長父子を甲斐に配Ｉ

関ケ原の糎い浅野氏か紀伊和敬山に転封

寂康の支配となる【城代：平岩親吉】

徳川義直C家康九男）か甲府城主となる

義直、頬張へ転封し、甲府城番制C武川十二騎】となる

徳川忠墨（寂光の弟）が甲府城主となる

白墨、謀反の疑いにより高岫で切腹

甲府城番制（箇２次）となる

槍j「|綱撒（家光二男）が甲府藩主となる

網・、甲府城大修理を実旅

網羞の子細豊が甲府漕主となる

網傭が六代将富家宣となり、轜沢吉仮が甲府藩主となる

吉俣が隠居し、子の宮里が甲府‐主となる

吉原、大和郡山へ移封し、甲府勤番支配が始まる

甲府大火で城内と城下に甚大な被害

勤番制を廃止して城代を里く

板垣退勤串いる雪冤が甲府城開城

明治維新

政府、甲府城を廃城とする

城内を勧業試験場とする

中央績、甲府まで開通（清水曲輪等）

甲府城払い下げ。村松甚蔵の寄伺により県有財産となる

内堀の埋立て、ｌ庁舎を建設

県指定史跡として告示（史跡名称「甲府城跡」となる）

舞鶴城公園整備事業に着手【平成16年まで】

稲荷櫓復元完成

鉄門復元整備完成

旅1“1を見たあとは
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　甲府城跡の石垣には「兄弟石」と呼ばれる石があ

ります。もともと１つの大きな石だったものを、２

つに割って使ったことからこう呼んでいます。

　中でも天守台西側の石垣には、兄弟石が伺組も見

られます。これは、石垣の近くで石を割り、すぐに

積んでいたからだと考えられています。兄弟石は、

甲府城の築城技術を知るための大事なヒントです。

　天守台西側の石垣をよく見ると、向きはパラパラ

だけど同じ形の石が何組かあります。矢穴の位置な

どをもとにペアを探してみましょう！

に

山梨県埋蔵文化財センター

〒400-1508山梨県甲府市下曽根町923

TEL:055-266-3016

http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

甲府城跡ＨＰｒ甲府城研究室」

hUp://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk

/ko-↑u_zyou/ko-fuzyou_kenkyuusitu.html

甲府城跡プログ｢くろちやんの甲府城つづり｣

http://blog.goo.ne.jp/koufujyou

一一

　甲府城跡は、豊臣秀吉の命により文禄・慶長年間

（1590年代）に築城された城郭です。城内に残る築

城当時の野面積み石垣は、全国的に見ても文化財的価

値が高く評価されるものです。しかし、歴史的建造物

は明治初年の廃城後に取り壊されてしまいました。

　鉄門は、本丸と天守曲輪の境に建てられていた櫓門

です。創建は、礎石に確認できる甲府城築城期の矢穴

や江戸初期に描かれた絵図から、築城当初から存在し

たと考えられます。名称については､柳沢文庫所蔵『楽

只堂年録』に「元ハ南門」とあり、宝永２年に柳沢氏

が実施した城内の建物・曲輪の名称変更によって「鉄

門」となったことがわかっています。

　享保12年の甲府大火において焼失を免れた鉄門は、

屋根瓦の葺き替えなどはおこなっているものの、大き

な修理をおこなった記録は確認されていないことから

創建時の姿を明治初年まで保っていたと考えられま

す。また､明治初年頃の古写真にも２階の切妻部が写っ

ており、その存在を確認する乙とができます。今回、

廃城から約140余年の時を経て、教門が復元整備さ

れました。
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公共交通機関をご利用ください。

天守台西側石垣

‐開館時間

　　午前9時から午後4時30分まで

　　※入館は午後4時まで

-休館日

　　月曜日{祝日の場合は翌日}

　　年末年始(12月29日から翌年1月3日まで)

蓄入館料

無料
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